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平成 28年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
バリ語山地方言の会話コーパスと語彙データベースの構築 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 

（１）山地方言語彙リストの整備：これまで随時更新してきたバリ語山地方言語彙リストを基盤として、各

見出し語に対応する平地方言、インドネシア語とその山地方言への混在、借用についての情報も盛り込む。 

（２）山地方言会話資料の分析：収集済みの会話資料に見られるコード混在や借用の傾向を考察し、その内

容を語彙リストに組み入れる。また、平地方言会話に現れるバリ語とインドネシア語のコード混在の機能に

ついてすでに提起した解釈をふまえ、それが山地方言会話に見られる２言語のコード混在にも有効かどうか

検証する。 

（３）山地方言会話収集の予備調査：山地方言会話の組織的な収集に先立ち、社会構造、文化慣習などの山

地方言社会の特徴から見てどのような条件の会話を収集すべきか検討する。 

（４）その他に、インドネシア語教育およびインドネシア語学においても研究を実施する。インドネシア語

教育文法の完成を目指しつつ、そのための用例の収集とその過程で見られる問題の考察を行う。 

共同研究可能な分野 
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